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＜病棟連絡事項＞　
・下半期人事考課作成10/31〆切
・救急当番日について、記録票作成を4/1～県・保健所に対し「受診」「入院」のみ

　提出となりましたが、「相談」の実績も残しておくようにとの指示がありました。
・10/20～八戸看護専門学校の学生が1名西病棟へ実習に来る予定です。
　　　　　受け持ち患者は高柳　和子様

・10/22にメンタルケア病棟のボイラー配管工事の予定をしておりましたが、業者の予定で違う日に延期になりました。そのため10/22はお風呂使用できます。また工事日決まりましたら周知されることとなっています。

→メンタルケア病棟の暖房切替日をお知らせします。10/22（水）9：00～17：00で作業を行います。10/22切替以降は、冷房が使用できません

＜患者様連絡事項＞　
・竹林　幹彦様～16日からの臨時処方、ノボラピッド注の処方いただいてます。

・磯島　武弘様～16日からの臨時処方、疼痛時薬、不眠時薬、便秘時薬の処方いただいてます。アレルギー一式の検査について検査課に問い合わせ、28日の定期採血の日に実施することとなりました。
・吉田　富秋様～16日からの臨時処方いただいてます。

・小山　仁様～主治医面談　10/18　15：00で設定したことを小栁Drへ報告し承諾得られています。

＜要注目患者様ケース検討＞　
・瀬川　高雄様～気分高揚さやまとまりのない言動は変わらず見られています。本日の深夜帯にてトイレの壁に突進歩行するようにし前額部をぶつけ擦過傷できています。バイタルサイン異常や嘔気等の身体不調はなく当直医より経過観察の指示いただいてます。本日改めて主治医へ上記と手指振戦の強さが目立っていることを報告しました。前額部をぶつけたことについては経過観察で良いとのことでした。手指振戦については今週の診察にて本人の状態を診て薬剤調整検討するとのことでした。
　　　　　　　　環境調整員よりここ数日間にトイレの便器と便器の間で放尿したり、清掃中の札を貼っているのことに気付かず突進したりといったことあった様子。日勤帯でも支離滅裂な言動聞かれたり気分高揚さ顕著です。また、前傾姿勢で突進歩行見られており介入要しています。薬剤性によるものなのかは不明であるが安全に過ごせるよう引き続き注意して観察していきましょう。

・野坂　翔様～昨日日中より発熱あり、インフルエンザ・コロナウイルス抗原検査実施するも陰性でした。今朝には解熱しており日課取り組まれています。引き続き症状観察していきましょう。
＜田名部Dr.診察情報＞

・鈴木　達也様～自室で流涙されていた事、希死的言動や抑うつ感はない事を

情報提供。作業でも流涙する様子や部屋の電気を暗くする場面が

あった事をお伝えしている。主治医より色々なスタッフとも

話してみるよう助言され了承している。

また両目の感想や掻痒感ある為ＡＺ点眼薬1本処方となる。

”グルコンサンを服用したくない為採血して欲しい”と希望あり

明日採血の指示あり。明日より[7] グルコンサンＫ細粒 中止となる。
・鈴木　和則様～診察にて妄想言動や不調訴えは無い事や日課も取り組み良好である事

本日ココライフ職員と面会予定である事、作業では勉強会で他者と雑談

しておりスタッフが注意するも制止出来なかった事等情報提供している。

診察中終始穏やかに受け答え出来ている。

本日[1] ハロマンス注１００ｍｇ　１ｍＬ 1 管+ハロマンス注５０ｍｇ　

１ｍＬ 1 管 右肩に筋肉注射 の指示あり。他、処方薬の変更は無い。

・高柳　和子様～診察にてGE実施し「スッキリした」と発言があった事

対面時穏やかで奇異行為など無い事を情報提供。

作業では机上作業や体操に取り組まれていた事を情報提供。

診察中”粉薬が多い”と訴えあり。また「入れ歯を作りたいから

歯医者にかかりたい」と希望あり。

[6] グルコンサンＫ細粒 1日1回毎食後

→[4]アスパラカリウム錠３００ｍｇ 3 錠 1日3回　毎食後

　[7] パントシン散２０％　1ｇ/包　 3 包 1日3回　毎食後 

→［3］酸化マグネシウム錠３３０ｍｇ　 2 錠 1日2回朝夕食後
・山口　桜様～大声での独語があった事や特定男性患者様と”付き合って5日目”と

話されていた事、気分高揚さがあった事やうまく距離が取れていない事

別の男性患者様より性的発言等と受けていた事

危険行動等は無かった事を情報提供している。

主治医より最近の様子について問われると「眠くて」と返答あり。

また特定男性患者様とは、お互い退院について進んでいる事や

不安定になる原因である為、交際する事や深入りする事は考えないよう

説明され了承している。

[3]クエチアピン錠100mg→50mg 3 錠 1日3回　毎食後

[5] アリピプラゾールＯＤ錠6mg　1 錠 1日1回　夕食後 処方
・沢田　秋子様～妄想言動無く経過しており不調訴え無い事や、作業では参加状況に

むらがあるが集団にて行事飾りの制作を行えていた事等情報提供。

診察中主治医より頭痛や苛々感、不安などがないか質問されると

「無いです」と。

［5］ドキサゾシン錠１ｍｇ3錠→ 2 錠 1日1回　朝食後 

[1] フルイトラン錠２ｍｇ 0.5 錠 1日1回　朝食後 7日分処方
・畑山　幸子様～診察にて点眼薬希望されていた事や、依存的な様子など無く

過ごされている事を情報提供。

診察中穏やかに受け答え出来ている。

主治医より自宅に退院支援進めていくよう指示あり。

[1] ピレノキシン点眼液0.005%「参天」　５ｍＬ／本 1 瓶 処方。

処方薬の変更は無い。
・田端　香織様～診察にて流延著明である事、服薬時嗚咽している場面がある事

確認行為の執拗さがあるものの、易怒性無く経過している事

作業では確認行為は多いが参加出来ている事情報提供。

診察中も不調訴えや外出に関する事等訴えている様子あり。

　　　　　　　　[4] ヒベルナ糖衣錠２５ｍｇ 1 錠 1日1回　昼食後 中止

→[4] トリヘキシフェニジル塩酸塩錠２ｍｇ1 錠 1日1回　昼食後 処方

 [5]クロザリル錠２５ｍｇ 6 錠 1日2回　朝夕食後

→[1]クロザリル錠２５ｍｇ 6 錠 1日3回　毎食後へ変更

[2] ６１ツムラ桃核承気湯エキス顆粒（医療用）２．５ｇ/包　2 包 

　　　　　　　　 1日2回　朝夕食前 →1日1回　夕食前

[5]酸化マグネシウム錠３３０ｍｇ 2 錠 1日2回　朝夕食後 

→3錠　1日3回　毎食後へ変更。
＜皮膚科診察情報＞
・山口　桜様～顔面、胸部、項部、面皮包小結節、掻痒感あり。ナジフロキサシンクリーム1本処方。
・田島　博文様～臀部の皮疹は治癒し終診となる。

・古積　幸太様～躯幹の小結節、小痂皮魂痕多数散在。淡紅色～淡褐色、化膿症状（-）痛み（+）
①タベジール2T　2×7日分
②ナジフロクリーム　2本

・
